
科
学
技
術
の
利
活
用
し
、
被
災
地
の
復
興
・
再
生
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

（
中
間
と
り
ま
と
め
）

(3
) 新

た
な
ま
ち
づ
く

り
の
促
進

(2
) 雇

用
の
創
出
・
拡

大 ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消

(4
) 除

染
作
業
の

加
速

等

(3
)‐2

 鉄
道
等
の
公

共
交
通
網
の

確
保

(1
) 少

子
高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
被

災
地
に
お
け
る
医

療
提
供
体
制
の

再
構
築

Ⅱ
-1

.解
決

す
べ

き
課

題

１
.命

・
健
康
を
災

害
か

ら
守

る

２
．
仕

事
を
、
災

害
か
ら
守
り
、

新
た
に
作
る

３
．
居

住
地

域
を
災
害
か
ら

守
り
、
新
た
に

作
る

４
．
モ
ノ
・
情

報
・

エ
ネ
ル

ギ
‐等

の
流

れ
を
災

害
時
も
確
保
し
、

新
た
に
創
る

五
、
放

射
線

物
質

に
よ
る
影

響

政
策

課
題

Ⅱ
-2

. 課
題

解
決

を
阻

害
す

る
要

因

○
成

功
事

例
の

不
足

や
事

例
等

の
情

報
不

足

○
行

政
機

関
等

の
意

志
決

定
の

役
割

分
担

が
適

切
に
機
能
し
て
い
な
い
。

○
緊

急
時

・
復

興
時

に
も
、
平

常
時

ル
ー
ル

を
基

本
に
し
た
対
応
が
さ
れ
が
ち
。

○
研

究
・
開

発
が

進
ん
で
い
な
い
技

術
分

野
の

重
要

性
が

顕
在

化
し
た
。

○
新

し
い
技

術
を
、
既

存
の

枠
組

み
に
捕

ら
わ

れ

ず
に
、
現
場
に
活
用
・
試
行
し
な
が
ら
早
期
復
興
に

取
り
組

む
仕

組
み

が
準

備
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。

○
新

し
い
技

術
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
進

め
る
に
は

、
自

治
体

職
員

の
質

・
量

が
不

十
分

。

○
医

師
不

足

⇒
絶

対
数

不
足

、
他

地
区

へ
の

避
難

医
師

等
が

不
足

す
る
中

で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活

用
し

た
地

域
医

療
連

携
や

遠
隔

診
療

が
一

部
地

域
の

取
り
組

み
に
と
ど
ま
る
。

○
医

療
機

関
の

不
足

⇒
倒

壊
・
流

失
、
再

建
可

能
な
場
所
の
不
足
や
高
騰

○
そ
の

他
（
薬

局
不

足
な
ど
）

○
１
組

織
、
１
個

人
だ
け
で
、
未

経
験

の
こ
と
に
取

り
組

む
こ
と
の

、
能

力
的

・
時

間
的

・
資

金
的

な
限

界

○
異

な
る
分

野
・
立

場
の

未
知

の

方
々

同
士

の
ﾆ
ｰ
ｽ
ﾞ・
ｼ
ｰ
ｽ
ﾞの

マ
ッ

チ
ン
グ
等

の
難

し
さ

Ⅲ
. 「

仕
組

み
の

⾒
直

し」
等

の
対

応
⽅

針

（
１
）
技
術
の
社
会
実
装
を
実
現
す
る
た
め
の

人
・
場
・
資
金
の
縁
づ
く
り

①
-
1
志

や
意

欲
を
持

ち
、
経

営
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

能
力

を
備

え
た
「
人

材
」

①
-
2
技

術
の

目
利

き
・
助

言
、
経

営
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
、
外

部
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
「
人
材
」

②
技

術
の

実
証

フ
ィ
ー
ル

ド
、
技

術
・
人

・
資

金
を
結

び
つ

け
る
「
場

」
③

技
術

・
人

・
場

を
結

び
行

動
を
裏

付
け
る
「
資

金
」
が

、
技
術
と
結
び
つ
き
。
定
着
し
て
い
く
活
動
。

（
２
）
研

究
・
開

発
を
加

速
す
べ

き
技

術
分

野
の

取
り

組
み

例
え
ば

・
復

興
支

援
等

の
ノ
ウ
ハ

ウ
の

体
系

化
・
「
減

災
」
の

被
害

減
衰

効
果

の
検

証
・
除

染
技

術
等

（
１
）
科
学
技
術
を
、
復
興
・
再
生
の
取
り
組
み
に

利
活
用
す
る
た
め
の
条
件
整
備

①
技

術
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
発

揮
で
き
る
環

境
の

整
備

②
技

術
者

が
目

標
と
す
る
水

準
等

、
「
減

災
」
の

指
針

と
な
る

考
え
方

の
明

確
化

（
２
）
平
常
時
の
枠
組
み
に
捕
ら
わ
れ
ず
、

緊
急
時
に
科
学
技
術
を
利
活
用
し

迅
速
・
柔
軟
な
対
応
を
可
能
に
す
る
仕
組
み

例
え
ば

、
・
技

術
を
総

動
員

し
た
取

り
組

み
を
、
既

存
の

枠
組

み
に
捕

ら
わ

れ
ず
、
早

期
に
立

ち
上

げ
ら
れ

る
仕

組
み

の
準

備
・
地

域
医

療
連

携
や

遠
隔

診
療

の
活

用
に
よ

る
患
者
や
医
師
等
の
負
担
軽
減

等

１
．
復
興
再
生
を
科
学
技
術
を
活
か
し
て
進
め
る
た
め

の
仕
組
み
の
見
直
し

２
．
技
術
開
発
成
果
や
教
訓
を
活
か
す
取
組
の
推
進

＜
参
考
＞
本
資
料
の
構
成
イ
メ
ー
ジ

技 術 が 、 「 人 材 」 「 場 」 「 資

金 」 に 結 び つ く 機 会 不 足

・
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